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ウミグニ昨夏の成体に関しては、最近、電子顕微鏡等を用いた形態学的な見直しが行われはじめており、様々

な事庁長目見が得られつつある (Conp色reet al.， 1993; Fahrenbach， 1994; Thiry et al.， 1995; Tomaschko， 1995; Hes 

et al.， 1996; Melzer et al勺 1996)。しかしながら、その総生についての詳しい貫主主主緩察;立、ほとんど行われてい

ない。多くのウミグニ告は、 1齢幼生として、 3立すの付属殺{うち築 1対は欽状}と、議7i・4こ突出した吻によっ

て特徴づけられる、ウミグモ類特有の幼生であるブロトニムフォンj坊主主protonymphonlarvaを出す (Arnaud

and Bamber， 1987)。このヅロトニムフォン幼生の形態については、これまでMorgan(1891)、Meisenheimer

(1902)、Dogiel(1913)、Sanchez(1959) による組織学的観察と、 Behrens(1984) と Nakamura(1987) に

よる走恋製電子・顕微鏡を使った熊単な線察があるだltである。

われわれは、格模湾以溺の潮湾帯に普通にみられるウミグモである、フタツメイソウミグモAmmothella

biunguiculata Dohrnの幼主主について形態学約綴雲寺を絵めているが、ここでは、その 1令幼主主{ブロトニムブオ

ン幼生)の外部形態について報告する。

材料のワタツメイソウミグモは、瀬戸臨海実験所(和歌山県白淡町)付近の磯の潮問機の転石下種より

した。受精卵を抱えた雄f間体を実験室内で11ニ水飼育し、勝化したヅロトニムフォン幼生会、走資型電子顕微鏡

により綴雲寺を行った。また、パラフィンおよび総賂切片による銭察も主主行して打った。

ブタツメイソウミグモのブロトニムフォン幼生の体はす続で短く (Figs. 1， 2)、その後端南側に第 1、赤軍事(務

4付属肢)の隊基とされている l対の短い突起を持つ (Fig.2)。体の背中倶Ij前端および後端近くには 1対のこ

又ブオ…ク状の毛が生えており、感覚宅と考えられる。腹側中央には 1対のくぼみがみられる (Fig.2) 0 III門
は関口していなし、体の高iJIJやや下向きに、円錐状の物が突出している (Figs.1，2)。末端にある口の関口部は

三つ又に分かれている。

書写1'1す渓設は録状で¥絞め!勾llii務はそれぞ、れ粛を持っているおig.針。内織の幸夫は不敷設で、内雷鳴jのほぼ

中央iこ1本の突起を持つ (Fig.3) 。外側jの鉄は可動肢で、その中に者~ 1付属股基部lこ位置霊する線の導管が切片

上で磯授、おれるが、関口書創立見出せなかった。第 2.第 3付属肢はほぼi司形・同大で、総 2節の中央より

末端慨に炎起がみられる (Fig.4)。それぞれ長いJ1¥を持つが、その表立立には毛が密主主 し、内面倒lのほぼ中央に

1 本の発起を持ち、爪の末端音~{ま二又に分かれている (Fig. 4)。

各付緩紋の最も基惑の事告は17.ドの長い線spineを持つ (Fig.1)0 第 11す草毒殺の事室iま鎗のものにj七べ太く、表im
i二三色が空安全している (Fig.針。第 1付察殺さま認には、主主絞に導管を伶iます線とはおの議類の妻子二ζオシン性絞殺

を含む線が発透しており、その君事管が弱F干上で君事 I付属殺の車車内に観察されるが、詩書口幸:Is{立見出せなかった。

第2・第 3付属肢の赫は細長く、表面に毛などの構造はみられない (Fig.1)。これらの付属肢基部にも腺が発

達しており、その導管が切g-上でそれぞれの付腐紋の車車内に観察され、織の末端部には関口が確認された (Fig.

6)。
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Figs. 1-6 SEM micrographs of Ammothe/la biunguiculata protonymphon larvae. 1. Dorsal view. 2. Ventral 

view. Black and white arrows show the pits and the buds of first walking legs (fourth appendages) ， 

respectively. 3. First appendage. Arrow shows the protubera目白 oninner claw. 4. Second and third 

appendages. Black and white arrows show the protuberances on the second segment and on the 

claw of each appendage， respectively. 5. Spine of first appendage. 6. Terminal region of spines of 

second and third appendages. Arrows show the openings of glands in the second and third appen-

dages. 1 -3・firstto third appendages， ic: inner claw of first appendage， oc: outer claw of first 

appendage， p: proboscis， sl -s3: sp旧esof first to third appendages. Bars ~ 1， 2， 100μm; 3-5，10 

μm; 6， 5μm. 

今回の結果と、 Behrens(1984) による、最も特化したグループとされているヨロイウミグモ属の 1種Pyc-

nogonum /itoraleのプロトニムフォン幼生の観察結果を比較すると、体の基本的構造は共通しているが、各付属

肢の練の長さや、第 2・第 3付属肢の線表面の毛の有無、感覚毛の形状、第 2・第 3付属肢の爪の末端部の形

状などに差異がみられる。また、 Nakamura(1987) による 6種のウミグモのプロトニムフォン幼生の観察結果

と比較してみると、観察部位の違いから全ての構造を比較することはできなかったものの、いくつかの構造で

明らかな差異がみられた。これらの形態的差異の系統的あるいは機能的な意味については、今後、詳しい検討

が必要である。

ウミグモ類内の系統分類については、成体の外部形態の比較によって再構築が試みられているが (Fry，1978; 

Bain， 1992)、いずれも情報不足のため、信頼性の高い結果は得られていない。この点に関しでも、今後、幼生

の形態の比較検討による進展が期待される。



引用文献

Arnaud， F. and R. N. Bamber (1987) Adv. Mar β101.， 14， 1-96 

Bain， B. A. (1992) Ph. D. Dissertation. The City University of New York. 

Behrens， W. (1984) Zoomorphology， 104，266-279. 

Comp色re，P.， P守 Thirty，J.-C. Bussers and G. Goffinet (1993) Belg. J. Zool.， 123 (Suppl. 1)， 11-]2. 

Dogiel， V. A. (1913) Z. Wi日s.Zool.， 107， 575← 741. 

Fahrenbach， W. H. (1994) J. Morphol.， 222， 33-48. 

Fry， W. G. (1978) Zool. J時 Linn.Soc. Lond.， 63， 35-58. 

Hes， M.， R. R. Melzer and U. Smola (1996) Helgolander Meeresunters吋 50，25--36.

Meisenheimer， J. (1902) Z. W日s.Zool.， 72， 191-248 

Melzer， R. R.， M. Hes， C‘Dunkel， P. Ludwig and U. Smola (1996) Acta Zool. (Stockh.)， 77， 167-171. 

Morgan， T. H. (1891) Stud‘Bω1. Lab. Johns Hopkins Univ.， 5， 1-76 

Nakamu悶， K.(l号87)The Sea Spider of Sagami Bay. Maruzen， Tokyo. 

Sanchez， S. (1959) Arch. Zool. Exp. Gen.， 98， 1-101. 

Thiry， P.， P. Comp色re，J.-c. Bussers and G. Goffinet (1995) Belg. J. Zool... 125，207-213. 

Tomaschko， K.-H. (1995) Eur. J. Entomol.， 92，105-112‘ 

31 

Proc. Arthropod. Embryol亀 Soc.Jpn. じ~2) (199刀




